











































































































































































































































































































































































































































































































































項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
24.相手に自分をよく見せたいから .79 .00 -.04
25.相手に嫌われたくないから .77 .01 -.01
19.自分のいいところを見せたいから .69 .04 -.07
３.相手によって自分をどう見せたいかが違うから .68 -.13 .11
５.相手との関係を壊したくないから .67 -.01 .15
16.自分の弱いところを隠しているから .64 -.17 .01
２.相手の望む自分になろうとするから .63 -.02 -.03
７.自分の嫌いなところを隠しているから .63 -.16 .06
23.相手の気持ちに応じるから .60 .09 -.11
17.場の雰囲気を壊したくないから .59 .05 .23
13.相手を傷つけたくないから .57 .14 -.15
22.相手とうまくやっていきたいから .56 .07 .11
９.相手に自分をより受け入れてほしいから .53 .24 -.09
10.相手によって意識的に違う自分を演じているから .52 -.13 -.02
14.相手に自分をわかってほしいから .50 .21 -.14
20.相手との関係の中で自然に変化してしまうから -.12 .88 .07
８.相手との関係の中で無意識に変化してしまうから .00 .84 -.05
26.相手との関係の中でなんとなく変化しているから .06 .78 -.03
12.相手との関係の中で自動的に変化してしまうから -.03 .69 .05
４.相手との関係の中で気づくと変化しているから .13 .41 .18
６.相手によって親密さの程度が違うから -.08 -.02 .87
１.相手によって心を許している程度が違うから .03 -.03 .61
21.相手によって付き合いの長さが違うから -.18 .21 .59
18.相手によって自分の内面を見せられる度合いが違うから .21 .05 .50
因子寄与 6.28 3.76 2.63




















１.今、私は自分を取り巻く周囲の環境を強く意識しています .81 .85 .80 .79 .78 .79
２.今、私は自分の内面の感情を意識しています .66 .68 .53 .68 .76 .70
３.今、私は自分を表現する仕方について意識しています .70 .75 .76 .74 .77 .64
４.今、私は他人にどう見られているか意識しています .72 .82 .82 .76 .76 .78
５.今、私は周囲で何が起こっているか意識しています .74 .76 .77 .80 .79 .77
７.今、私は他人が自分をどう考えているか気にしています .74 .78 .81 .81 .72 .81
８.今、私は自分の心の奥の考えを意識しています .64 .73 .59 .65 .76 .69








































Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
５.喜んでいるときにその気持ちを感じ取って一緒にうれしい気持ちになったことがある .91 .02 .90 .00 .83 -.05
３.楽しさを感じ取ろうとし気持ちを味わったことがある .90 .02 .88 -.06 .90 -.04
４.とてもびっくりしたと話すのを聞いて自分も驚いた気持ちになったことがある .89 .02 .85 .06 .87 .02
２.苦しんでいる気持ちを感じ取ろうとし同じような気持ちになったことがある .76 -.09 .81 -.01 .83 .04
１.不快な気分でいる気持ちを感じ取ったことがある .60 .07 .74 .04 .72 .06
10.何かに喜んでいても自分はうれしい気持ちにならなかったことがある -.01 .93 .02 .91 .03 .91
８.楽しい気分でいても自分は楽しく感じなかったことがある -.03 .89 .00 .90 .03 .93
７.何かに苦しんでいても自分はその苦しさを感じなかったことがある .02 .88 .00 .87 -.05 .90
９.とてもびっくりしたと話すのを聞いても驚いた気持ちにならなかったことがある -.08 .87 -.09 .85 -.07 .92
６.不快な気分でいる内容を聞いても同じように不快にならなかったことがある .14 .66 .09 .75 .09 .72
因子寄与 3.89 3.64 3.86 3.70 3.98 3.61




自意識尺度 私的自意識 4.45 1.06
公的自意識 4.66 1.01
変化動機尺度 意図的変化 3.14 0.75
自然・無意識 3.70 0.84
関係の質 4.35 0.63
Situational Self- 母親私的客体視 4.27 1.08





共感経験尺度 母親共有経験 4.95 1.16































母親 父親 親友 Ｆ値
平均（SD） 対象 性 交互作用
私的客体視場面
男性（42名） 34.81（11.93） 33.29（12.05） 35.31（12.55） 6.95*** 9.44***
n.s.
女性（97名） 39.11（ 8.20） 37.81（ 8.76） 41.25（ 8.90） 親友＞父親 女性＞男性
公的客体視場面
男性（42名） 33.26（12.54） 32.10（11.43） 34.81（12.07） 7.08*** 3.72*
n.s.
女性（97名） 36.32（ 9.15） 35.14（ 9.69） 38.28（ 9.04） 親友＞父親 女性＞男性
*ｐ＜.10,**ｐ＜.05,***ｐ＜.01
Table 9　「共感経験」得点に対する対象（３）×性（２）の２要因混合計画の分散分析の結果
母親 父親 親友 Ｆ値
平均（SD） 対象 性 交互作用
共有経験
男性（42名） 22.76（7.05） 20.36（7.36） 25.45（6.01） 38.42** 7.28**
n.s.
女性（97名） 25.58（5.01） 22.82（6.24） 27.27（4.73） 母親、親友＞父親 女性＞男性
共有不全経験
男性（42名） 20.45（6.77） 19.76（7.64） 20.10（7.10）
n.s. n.s. n.s.




母親 父親 親友 母親 父親 親友
私的自意識 .375** .234** .477**




































































母親 父親 親友 母親 父親 親友
母親 .377** -.022
私的客体視場面 父親 .341** -.079
親友 .330** -.004
母親 .302** -.138










母親—親友間 0.54 母親—親友間 0.20







母親—親友間 1.16 母親—親友間 1.32





































































変化程度 意図的変化 自然・無意識 関係の質 親友
私的自意識 -.050 .234** .184* .207*
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